
令和３年度　事務事業総点検表（１次評価）

市長公室

Ｒ２ Ｒ１ H30

秘
書
課

1
功労者表彰
事業

～
市

（直営）

市の公益に寄与し、
又は市行政の進展に
功績のあった者又は
団体を表彰し、功績を
称える。

①各課へ表彰対象者
推薦依頼
②表彰審査会の実施
③静岡市功労者・有
功者表彰式の開催

①表彰審査委員
会の開催
②式典の実施

①実施
②１回

①実施
②１回

一
般
2,704 － 2,002 0.2 0.0 ①表彰式の来客

数
60人 60人 60人 60人

コロナ禍であることから、１会場あ
たりの収容人数を最小限に収める
必要があるが、Web方式等の活用
等を図った上で、これまでの規模
と同等の席数（60席程度）を目標
値として設定する。

60人 A A

コロナ禍における表彰式の開催と
いうことで、会場内での密を避ける
ためWebを活用したサテライト会場
を２会場設け、受賞者以外の参列
者を確保することで、成果指標とし
ている来客数の目標値を達成で
き、受賞者の栄誉を称えることがで
きた。
また、受賞者への記念品として地
場産品を使用するとともに、式典
内で静岡市歌を流すことで、受賞
者及び参列者が郷土「静岡市」に
思いを馳せる機会を創出すること
ができた。

静岡市功労者表彰条例、静岡市
功労者及び静岡市有功者表彰規
則等に基づき候補者の選考を
行っているが、受賞分野に偏りが
生じないよう、また、功労のあった
市民を漏れなく表彰できるよう努め
ていく。
そのためには、幅広い分野におい
て情報収集に努めるよう、引き続き
各所管に働きかけを行っていく。

広
報
課

2
市政PR事
業

‐
市

（直営・委
託）

市民に対して、市政に
関する情報を発信し、
市政への理解・参画
を促す。市外に対して
は、市政をPRすること
で、静岡市の好感度
の向上を図る。

各種媒体を活用した
PR広告を行うととも
に、インターネットを活
用した情報発信、市政
情報番組を制作し、放
映する。

①ラジオ・TV・新
聞・フリーペー
パー等によるPR広
告
②市ウェブサイト・
Facebook・
Youtube等による
情報発信
③市政情報番組
の制作

①1,600
回
②1,300
件
③24回

①1,519回
②2,906件
③24回

66,426 ― 58,898 4.0 2.0

①報道提供資料
の報道取り上げ
率
②SNSのフォロ
ワー数

①70%
②
66,000

①67%
②
65,240

①67%
②
17,998

①－
②
13,401

①Ｒ２実績
②Ｒ２実績

①64%
②
111,68
1

①A
②S

A
指標①は目標値に達していない
が、指標②は目標値を大幅に超え
ることができたため

引き続き、報道が取り上げたくなる
ような資料の作成を指導していくと
ともに、SNS等による情報発信を
行っていく。

広
報
課

3
広報紙作成
事業

S 25 ～
市

（直営・委
託）

市民に対して、市の各
種施策や事業方針な
どをお知らせし、市政
への協力をお願いす
ると共にまちづくりへ
の参加を促す。

①毎月１回発行（年12
回）
②タブロイド判原則16
ページ
③発行部数　約268，
300部

①広報紙の発行
②静岡市第3次総
合計画の重点プロ
ジェクトを広報紙
に掲載

①年12
回発行
②12回
以上掲
載

①年12回発
行
②延べ25回
掲載

一
般
39,379 ― 31,684 3.1 1.5

市民意識調査
「市政運営に対
する関心度」

80% 73.60% 75.50% 71.40%
直近３か年の実績から80％以上を
目標値とした。

75.40% A A

新型コロナウイルス感染症の影響
で広報紙面の掲載内容に苦慮す
るなか、年12回発行し、静岡市第
３次総合計画の重点プロジェクトを
毎月掲載した。

新型コロナウイルス感染症の影響
が続くなか、市民に必要な情報
（掲載内容）の取捨選択が課題。
市民にとって必要な情報かどうか
を常に意識し、市政運営に対する
関心度を高める。

広
報
課

4
中部５市２
町ｲﾍﾞﾄﾆｭｰ
ｽ発行

H30 ～
市

（直営・委
託）

連携中枢都市圏域内
の交流人口を増や
す。

・中部5市2町イベント
ニュースの発行

イベントニュースの
発行

年4回
１回12ﾍﾟｰ
ｼﾞ
年３回発行

一
般
47,700 ― 33,054 0.9 0.5

イベントニュース
の発行回数

4回 2回 4回 4回
各市町と協議の上、季節毎のイベ
ント情報を発信するということで、
年４回とした。

3回 B A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、イベント開催数が減少した
ため、発行回数が３回と目標値に
届かなかったが、公式アプリを開
発、運用を開始することで、交流
人口を増やすことに貢献した。

さらなるGOTOの認知度向上が課
題。
R３年度に運用を開始したアプリを
充実させるとともにモバイルスタン
プラリーを開催する。

広
報
課

5
アンケート
事業

S 28 -
市

（直営・委
託）

市政の課題等に関す
る市民の意識を迅速
に把握し、これを施策
の企画その他行政運
営上の基礎参考資料
として活用する。

市民意識調査は3,000
人、市政アンケートモ
ニター調査は150人を
対象に行い、集計結
果を市施策の参考資
料として活用する。

①市民意識調査
の実施
②市政アンケート
モニター調査の実
施

①１回
②６回

①１回
②６回

一
般
2,667 ― 2,176 1.0 0.0 アンケート結果の

事業への活用度
100% 100% 100% 100%

実施にあたっては、調査の目的や
結果の活用について明確に示し
ているため、活用については100%
を予想値として算出。よって、実施
後の調査結果活用についても
100%の目標値を設定した。

100% A A

市民意識調査及び市政アンケート
モニター調査を計画通り実施し、
調査結果を所管課に提供するとと
もに、報告書をホームページに掲
載した。
調査結果の活用状況をホーム
ページへ掲載する予定。

分かりやすく回答しやすい調査票
を作成するとともに、市民意識調
査については、若年層の回答率
向上、回答者の利便性向上のた
め、WEB回答を導入する。

広
報
課

6
コンシェル
ジュ事業

H30 -
市

（直営）

職員がコンシェルジュ
として、来庁者への声
かけや付き添い等を
実践することにより、市
民サービスの向上を
図るとともに、市民応
対を基軸として職員の
スキルアップを目指
す。

①コンシェルジュの配
置
②局内研修の実施
③コンシェルジュ事業
の情報発信

①コンシェルジュ
の実施（３庁舎）
②局内研修の実
施
③コンシェルジュ
通信の発行

①223回
②全庁
で実施
③４回

①156回
②全庁で実
施
③４回

一
般
1,397 ― 1,265 1.0 0.0

①市民応対力が
向上した職員コ
ンシェルジュの割
合
②市民応対に対
する苦情件数

①98％
②94件

①96％
②104
件

①
100％
②94件

①85％
②117
件

①直近２年間の実績の平均値か
ら、目標値を98％以上とした。
②直近２年間の実績の平均値から
５％減の94件以下を目標値として
設定した。

①92%
②63件

①A
②S

A

３庁舎にコンシェルジュを配置し、
来庁者への声かけや付き添い等
を行った。新型コロナウイルス感染
症の感染拡大により、緊急事態宣
言及びまん延防止措置の対象期
間は配置を中止した。一人当たり
の実施回数の減少等により、指標
①の実績値が目標値を下回ったと
考えられるが、局内研修等を通し
て庁内へのおもてなしマインドの
波及を図ることで、全体として指標
②の苦情件数は大きく減少した。

活動回数・時間の妥当性や、職員
総コンシェルジュに向けた取組み
など、実施体制についてさらなる
検討を行うとともに、庁内に向けて
事業の周知を図る。

広
報
課

7
コールセン
ター事業

H19 -
市

（委託）

市民からの問い合わ
せ等に対し、ワンストッ
プサービスで対応する
と共に、職員の電話応
対の軽減を図る。

①FAQを参照し、可能
な限り回答・案内する
「問い合わせ等応対
業務」を実施する。
②イベント等の参加申
込受付のための「申込
受付業務」を実施す
る。

①ＦＡＱの年次更
新
②業務定例会

①１回
②12回

①１回
②12回

一
般
26,400 ― 26,400 0.5 0.0

コールセンター
の一次対応完了
率

96% 97% 97% 96%
直近３か年の平均値から96%を目
標値として設定した。

98% A A

各課に随時の更新を依頼したほ
か、広報課主導の年次更新により
FAQサイトに最新情報を掲載し
た。また、毎月の業務定例会の実
施により、問い合わせの多い案件
について情報共有を行った。

令和４年４月からコールセンター運
営時間が変更となるため、各課・
市民への周知、ホームページ等の
各媒体の記載内容変更を実施す
る。

広
報
課

8
シティプロ
モーション
の推進

H19 ～
市

（直営・委
託）

さくらももこ氏のイラス
トを使用した「静岡市
はいいねぇ。キャン
ペーン」の実施によ
り、市内に対しては市
民の郷土愛の醸成、
市外に対しては本市
の認知度及び都市イ
メージの向上を図る。

「静岡市はいいねぇ。」
イラストを活用した市
の取組・情報等の発
信にかかるイラストの
使用受付および使用
許可、監修・アドバイス

イラストを使用した
プロモーション事
業件数

70件 76件
一
般
22,479 － 19,000 1.0 0.0

関係各課のイラ
スト使用希望に
対する実施割合

73.00% 80.00% 70.70% 67.80%
過去３年の平均値を踏まえた目標
値とした。

84.44% S S

各課のイラスト使用申請に基づき、
定期的に進捗管理を行い積極的
なイラスト使用を促した結果、数多
くの事業での使用を実現すること
ができ、イラストの露出機会を増や
すことができたため。

今後も継続的に、各課事業でさく
らももこ氏のデザインを活用できる
ことを周知し、全庁的なイラスト活
用を促す。

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名



Ｒ２ Ｒ１ H30

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

広
報
課

9
静岡市都市
認知度向上
事業

H27 ～
市

（直営・委
託）

地域資源を活かし、国
内外へ向けた情報発
信を行うことで、市の
魅力度の向上を図る。

PRの専門家を活用し
たメディアへの情報発
信

①プレスリリース回
数
②メディア露出件
数

①２４回
②1300
件

①24回
②1,573件

一
般
13,640 － 13,467 2.0 0.0

①情報接触度
（静岡市につい
て見聞きしたこと
がある人の割合）
②広告効果

①
55.0％
②18億
円

①
53.0%
②16億
円

①
58.4%
②21億
円

①
53.6%
②17億
円

①３次総後期終了時の目標
（R4:60％）の伸び率を勘案し設定
した。
②過去３年の平均値を踏まえた目
標値とした。

①
55.9％
②11億
円

①A
②C

A

成果指標の１つである広告効果は
目標値を下回っているものの、メ
ディア露出件数が前年度並みで
あったにも関わらず、もう１つの成
果指標である情報接触度は前年
度及び目標値を上回っており、メ
ディア露出の成果が現れているた
め。

今後も計画的なプレスリリースを継
続していくほか、新型コロナ感染
状況を踏まえながらも、メディアに
向けたツアー招聘の再開など、メ
ディア露出に直接繋げることので
きる効果的な事業の実施も視野に
入れていく。

広
報
課

10

静岡駅北口
地下情報発
信コーナー
運営業務

H21 ～
市

（直営・委
託）

来訪者や市民に向け
た地域資源、市の取
組等のPRを実施す
る。

静岡駅北口地下シ
ティプロモーションス
ペースか活用した展
示及び実証実験の実
施

①展示および社
会実験の件数
②展示および社
会実験の稼働日
数

①15回
②335日

①15回
②284日

一
般
2,663 － 1,234 0.5 0.0 一日の平均訪問

客数
275人 313人 269人 236人

過去３年の平均値を踏まえた目標
値とした。

194人 C C

新型コロナ感染拡大による緊急事
態宣言が発令されたことにより、施
設を閉館しなければならなかった
ことや、再開後も外出自粛の傾向
が続いたことにより、来訪者が減少
したため。

より効果的な情報発信を実現でき
る施設としてリニューアルを実現す
るため、実証実験の結果を踏まえ
た、目指すリニューアル後の姿を
シミュレートした実験を実施し、令
和５年度のリニューアルオープン
を目指す。

広
報
課

11
フィルムコ
ミッション事
業

H23 ～
補助等
（市・交付
先）

テレビ番組や映画の
撮影支援を行い、映
像を通じて、都市イ
メージ及び認知度の
向上を図る。

・撮影誘致、支援
・本市を舞台とした映
像作品を活用したプロ
モーション活動
・ロケーション撮影支
援奨励金の交付件数

①相談・情報提供
等の対応件数
②撮影実施件数

①60件
②35件

①65件
②20件

一
般
6,000 - 0 0.5 0.0

①情報接触度
（静岡市につい
て見聞きしたこと
がある人の割合）
②ゴールデンタ
イムの旅番組等
の件数

①
55.0%
②１件

①
53.0％
②１件

①
58.4%
②-

①
53.6%
②-

①３次総後期終了時の目標
（R4:60％）の伸び率を勘案し設定
した。
②過去３年の平均値を踏まえた目
標値とした。

①
55.9%
②１件

①A
②A

A

新型コロナの影響により、撮影支
援件数を増やすことはできなかっ
たものの、首都圏等メディアに向け
効果的な情報発信を継続した結
果、露出を増やし、テレビ番組で
の本市コンテンツの取り上げに繋
げることができた。

　新型コロナの収束へ向け、ます
ます首都圏から近い本市での撮
影需要は増していくものと思われ
るため、効果的な情報発信を継続
することで、全国メディアのテレビ
番組等での取り上げに繋げていき
たい。

東
京
事
務
所

12

首都圏シ
ティプロ
モーション
推進事業

Ｒ 3 ～
市

（直営・委
託）

首都圏におけるシティ
プロモーションの強化

・コミュニティスペース
Weworkを活用し、市
内と生中継でつなぐイ
ベントの開催。
・地方創生包括連携
協定を締結している企
業の首都圏店舗にお
いて、市内産品等を
PRするイベントの開
催。

シティプロモーショ
ン関連イベントの
開催

６回 ８回
一
般
6,561 － 4,737 1.5 0.0

静岡市の「いい
ねぇ。」届け隊へ
の新規加入者数
（個人及び店舗）

30件 ５件 48件 26件
過去３年間の新規加入者数の平
均値から算出。

30件 A A

計画どおりシティプロモーション関
連イベントを実施した。市内民間
事業者等との連携やオンラインを
活用した臨場感あるイベントの展
開により、静岡市の「いいねぇ。」届
け隊への新規加入につながった。

新型コロナウイルス感染症拡大の
影響を受け、静岡市の「いい
ねぇ。」届け隊の会員同士の交流
機会が減少するなど関係の希薄
化が課題となっている。
会員の拡大、深化に向け、
Wework等イベントスペースにおい
て、庁内各課、市内民間事業者等
とさらに連携し、時宜に合った本市
の魅力を取り上げるなど訴求力の
高いイベント等を実施するととも
に、会員活動の活性化に向け、会
員同士の交流機会を創出する。


